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【地盤品質判定士通信 No.224】 

 

【JGS 旭川大会，防災学術連携体報告会】 

 

梅雨の季節を迎え日本列島付近の前線の活動が活発となり，各地で線状降水帯などが発生しています。大き

な災害に繋がらないことを願っております。 

今回は，JGS 旭川大会の再度のご案内と（一社)防災学術連携体の報告会についてご紹介致します。 

 

１．第 59 回地盤工学研究発表会（旭川大会） 地盤品質判定士関連  ＊再掲 

  

第 59 回地盤工学研究発表会が下記の通り開催されます。 

関連セッションについて，いくつか下記にご案内いたします。 

◆開催日：2024 年 7 月 23 日（火）～25 日（木）の 3 日間 

◆開催場所：アートホテル旭川，旭川トーヨーホテル，旭川市民文化会館 

◆市民向けセッション：市民の皆様に知ってほしい！宅地地盤に関する安心・安全講演会 

 2024 年 7 月 22 日(火) 16：30 ～ 18：00 アートホテル旭川（第 2 会場） 

 ◆DS-6  住宅地盤の防災問題はなぜ難解なのか？ 

2024 年 7 月 25 日(木) 8：50 ～ 12：15 アートホテル旭川（第 2 会場） 

 ◆市民向けイベント：地盤品質判定士による市民向け無料相談会 

  2024 年 7 月 23 日（火）～25 日（木）の 3 日間 旭川駅前広場 

 詳細は下記を参照ください。 

 https://confit.atlas.jp/guide/event/jgs59/tables 

 

2．「令和 6 年能登半島地震・7 ヶ月報告会」    主催：（一社)防災学術連携体  ＊案内メール抜粋 

 

(日時) 2024 年 7 月 30 日(火) 13 時～17 時 20 分 

防災学術連携体は、防災減災・災害復興に関する 62 学協会のネットワークとして、日本学術会議と連携し

て活動しています。2024 年 1 月 1 日に発生した M7.6 の大地震に対して、多くの学協会は、救援活動や緊急

調査・研究を精力的に続け、復旧にも協力して います。学術的に正しい情報を発信すると共に、各学協会の

活動・調査・研究で得られた知見を共有するために、7 ヶ月報告会を開催します。 

 

 (発表) 19 学会が４つのセッションで最新知見・情報・活動を発表します。 

13:10 セッション 1 「令和 6 年能登半島地震について」 

 日本地質学会、日本自然災害学会、 地理情報システム学会 

13:49 セッション 2 「被災状況と対策について」 

 日本応用地質学会、地盤工学会、日本第四紀学会、土木学会、日本火災学会、農業農村工学会 

15:07 セッション 3 「避難・救援・支援活動について」 

 日本災害医学会、日本災害看護学会、地域安全学会、日本災害復興学会、日本安全教育学会 

16:12 セッション４「復旧・復興について」 

 日本建築学会、農村計画学会、日本社会学会、日本地理学会、日本都市計画学会 

 

(プログラム)  

https://janet-dr.com/050_saigaiji/2024/050_240101_notohantou0730.html 

https://confit.atlas.jp/guide/event/jgs59/tables
https://janet-dr.com/050_saigaiji/2024/050_240101_notohantou0730.html


  

(視聴申込) 

Zoom webinar(定員 500 名）に参加希望の方は、次のフォームから申込下さい。 

https://ws.formzu.net/fgen/S3583674/ 

  

＊Youtube（一般公開・申込不要）での配信も予定しております。 

 

2024 年 7 月 2 日（火） 
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